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荏 原 第 二 地 域 セ ン タ ー

電話 03-3782-2０００

荏原消防署旗の台出張所  電話 03-3783-0119 FAX 03-3788-1478

■積雪や凍結路面に係る救急事故に注意しよう 

荏原第二地域センター 
電話 03-3782-2000 ＦＡＸ 03-3782-2511 

今月のお知らせはありません。

清水台保育園
電話/ＦＡＸ 03-3784-0519 

今月のお知らせはありません。

小山在宅介護支援センター
電話 03-5749-7288 ＦＡＸ 03-5498-0646

今月のお知らせはありません。 

旗の台保育園 
電話/ＦＡＸ 03-3784-1903 

今月のお知らせはありません。 

旗の台児童センター 電話 03-3785-1280 ＦＡＸ 03-3785-1260

■オーあそびタイム！ 旗の台文化センター スポーツ室 定員：各回 15人（先着順） 

毎週水曜日 小学生 14：00～14：50 / 中高生優先 15：00～15：50 

小学生以上が対象です。バドミントンやバスケットボールなどができます。 

  スポーツ室を利用する方も登録用紙の提出が必要です。 

また、旗の台児童センターで受付、検温をしてからスポーツ室に移動してください。 

■卒乳講座 1/14（木） 13：30～14：30 定員：12 組 対象：０歳児親子 

申込方法：1/4（月）9：30 から先着順。事前の申し込みが必要になります。 

旗の台児童センターへ電話、または直接来館にてお申し込みください。 

講師：有馬助産師から、卒乳についてのお話をうかがいます。 

支え愛・ほっとステーション 電話03-6426-4110 FAX 03-3782-2511 

＊介護保険の認定を受けている方は、お近くの在宅介護支援センターが受付になります。 

＊介護保険の認定を受けていない方、または認定を受けているか不明な方は上記連絡先まで 

お気軽にお問合わせください。

（荏原第二地域センター内） 受付時間：平日 9:00～17:00

救急代理通報システムのご案内
ひとり暮らし高齢者などが、自宅内での「いざ」という事態に備え、機

器による安否確認・緊急通報を24時間365日行います。 

高齢者世帯の在宅生活の安心・安全を提供することを目的とした 

見守りサービスです。

【利用対象者】 

① ひとり暮らし高齢者 

② 高齢者のみの世帯 

③ 日中お一人になる高齢者 

生活リズム

センサー付

リサイクルショップ「リボン」 旗の台店 電話 03-5498-7803 FAX 03-5498-7804

■「リサイクル自転車」 販売会  

1/28（木） 11：00～18：00 1 階 店頭 ※9：30 より整理券配布 

月１回、恒例の販売会です。１人１台限定 ・ギア無 ７,２００円 

・ギア付 ９,２００円 

■「入園・入学用品」、「手作り品」 特集  

1/22（金）～26（火） 13：00～16：00 1 階 カウンター 

特別企画として予約なしで出品を受付します。 ※期間中１人１回１０点まで 

■「１００円均一処分セール」  

毎週金曜日 11：00～18：00 １階 店頭 

衣料品、雑貨などすべて１００円で大処分します。 

（税込、防犯登録料を含む） 

《積雪や凍結路面に係る救急事故の発生状況》 

1. 積雪や凍結路面に係る救急搬送人員 

毎年 12月から3月までの期間に、積雪や凍結路面により滑って転倒した際に受傷する事故（以

下「ころぶ事故」という。）などによる救急事故が多くなります。

令和元年12月から令和2年3月までの期ｻｻｴ間では、東京消防庁管内で20人が救急搬送され

ています。また、過去5年間で1,250人が救急搬送されており、そのうち9割以上の1,183人

は「ころぶ事故」による救急搬送です。 

特に積雪の多かった平成29年 12月から平成30年 3月までは、救急搬送が895人と最も多

く、降雪の有無によって救急搬送人員が大きく変化しています。 

2. 月別の救急搬送人員 

月別にみると1月が1,149人、次いで2月が80人と多くなっており、搬送人員が 

過去 5年間で最も多かったのは、平成30年1月の846人です。 

3. 気象状況と救急搬送人員の関係 

救急搬送人員の最も多かった平成30年1月について、気象状況と救急搬送人員の関係をみると、

22日に降雪があり、降雪後の数日間は路面凍結などの理由により「ころぶ事故」が発生するなど、

1月だけで846人が救急搬送されています。 

4. 年齢層別救急搬送人員 

年齢層（5歳単位）別にみると、65歳から69歳が136人と最も多く救急搬送されています。

■予防対策 
 靴は滑りにくいものを選び、足元には十分気を配りゆっくりと歩きましょう。 

また、降雪後の数日間は、事故が多いことから、特に注意を払いましょう。 

天候を事前に情報収集し、残雪や凍結路面を避け、余裕をもって行動しましょう。 



荏原区民センター 
電話 03-3788-7939 ＦＡＸ 03-3788-7940 

今月のお知らせはありません。

旗の台文化センター
電話 03-3786-5191  ＦＡＸ 03-5702-2846

今月のお知らせはありません。 

第二延山小学校 電話03-3781-1348 FAX 03-3781-1579

■始業式 1/6（水） 8：45～9：00 

 新しい学期を喜び合い、新たな希望と決意をもち、 

新学期を有意義に過ごすための目標を立てます。 

■書き初め 1/12（火）・13（水） 8：40～12：10 １・２年生 各教室 / ３～６年生 アリーナ 

 国語科学習の一環として、文字を正しく書くとともに、新年の新たな気持ちを表現します。 

■書き初め展 1/14（木）～22（金） 全日 各学年ブース 

 友達や自分の作品を鑑賞し、それぞれのよさに気付くとともに、そのよさを伝え合います。 

電話 03-3781-4841  FAX 03-3781-4838 清水台小学校

■三学期始業式 1/6（水） 8：20～8：35 校庭 

新しい年への喜びと抱負をもたせる始業式です。 

一年間のまとめとなる三学期、児童代表のことばは5年生が担当します。 

■書き初め会・書き初め展 1/7（木）     書き初め会 

1/12（火）～15（金） 書き初め展

伝統行事の良さを知る機会として、1・2年生は教室で硬筆に取り組み、3年生以上は 

体育館で毛筆での書き初めを行います。 

作品は、教室前の廊下に掲示しますので、ぜひご覧になってください。 

■プログラミング教育 1/15（金） 13：15～14：40 理科室 

 外部講師（株式会社セガ）による「ぷよぷよプログラミング」グループワーク学習を行います。 

 書き写しをすることでプログラミングに慣れていきます。 

12月に5・6年生が体験しました。今回は4年生が対象です。 

■あいさつ運動 4班 1/18（月）～22（金） 

           5 班 1/25（月）～29（金）

朝の寒さに負けず、子どもたちの元気な「おはようございます」が聞こえてきます。 

■ユネスコ募金 1/20（水）～22（金） 8：00～8：15 正門前 

例年、本校は世界寺子屋運動【寺子屋（学ぶ場）で教育を受ける機会を得られるように支援する活動】 

に参加しています。募金活動や書き損じはがき集めを代表委員会が中心となって行います。 

ご協力をよろしくお願いいたします。 

■読売ジャイアンツの「投げ方教室」 1/21（木） 9：30～11：10 体育館・校庭 

3・4年生が、オリンピックパラリンピック教育支援プログラムを体験します。 

ジャイアンツアカデミーのコーチから「投げる」動作について教えてもらいます。 

■ボッチャ体験教室 1/29（金） 9：30～11：10 体育館

 1・2年生が、オリンピックパラリンピック教育支援プログラムを体験します。 

本校はパラリンピックではボッチャを観戦する予定です。誰もが楽しめるボッチャを教えてもらいます。

9：00～15：30 校内 

8：05～8：15 正門前 

〒142-0064 品川区旗の台5-2-2 

電 話 03-3785-3322 / ＦＡＸ 03-3785-3353

ホームページ http://www.s-kaikan.net 

心身障害者福祉会館

■品川区立自立訓練センター
 私たちと一緒に訓練しませんか？理学療法士（PT）や作業療法士（OT）の 

専門職からアドバイスをもらいながら、目標に向けて訓練をしていきます！ 

 お気軽にご連絡ください。 

対 象：手帳をお持ちの方、高次脳機能障害の診断がある方 

訓練時間：9：30 ～ 15：００ （内 昼休みは11：30 ～ 13：００） 

費 用：概ね1日800円程度 （所得によって利用料は変動いたします） 

無料体験：利用を考えている方は体験利用があります。 

場 所：品川区立心身障害者福祉会館 4階 

訓練内容：軽 作 業 … 郵便封筒の仕分け、器具部品の組み立てなど 

     机 上 課 題 … 日報集計や物品請求など 

     通 所 訓 練 … 通勤のための交通機関の練習や雨天時の練習など 

     調 理 訓 練 … 食事作り体験 

     リハ科医による相談 … 本人やご家族の困りごとについての相談など 

     そ の 他 … 個別に送迎サービス、訪問訓練の相談を受けております。 

※高次脳機能障害受傷後間もない方には生活訓練、復職や就職を目指す方には、 

機能訓練をご用意しています。 

利用までの流れ 

行政へ
障害サービス 
利用の申請 

相談・受付 契約・利用開始

①        ②         ③ 


